
社会 

（１）定着状況についての概要 

① ４～６年生の観点別正答率、領域別正答率、および基礎・活用の全てが全国の平均点、

品川区の平均点および目標値を上回っている。このことから、本校の社会の定着度は

良好であると言える。 

② 基礎において正答率を全国比で言うと、４年生が 108％、５年生が 113％、６年生が

115％と、全国平均を大きく上回っている。  

（２）具体的な課題 

① ４年生は、スーパーマーケットで働く人や消防団の人の仕事を理解すること。 

② ５年生は、災害等の具体的な取り組みや対策について記述すること。 

③ ６年生では、さまざまなメディアの特徴について理解すること。  

（３）課題の原因として考えられること 

① 働く人の願いや工夫について関心をもつことができていない。 

② 既習事項の災害の対策について、地域によって特色ある活動について発展問題の記述

ができない。 

③ メディアという言葉や分類の抽象度が高い。新聞やラジオに触れる機会の激減などに

よる児童の実生活の偏りがある。  

（４） 課題解決のための方策 

①日頃から地図記号、資料や語句の確認をする。 

②日頃から資料の読み取りの徹底を図る。 

③定期的に小テストや穴埋め形式で記述問題に触れて知識の定着を図る。  

（５）次年度の目標数値 

・全国平均比で全学年１１０％以上を目指す。  

 


